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東
京
◆　

さ
る　

月　

日
の
一
夕
、
創
立　

年
記
念
パ
ー
テ

１２

１２

８０

ィ
を
忘
年
会
も
兼
ね
て
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
１
２
０
名
を

超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
、
事
務
局
と
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
日
フ
ィ
ル
の
ソ
ロ
チ
ェ
リ
ス

ト
・
菊
地
知
也
氏
を
お
迎
え
し
、
黛
敏
郎
の
難
曲
「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ｕ
」
に
は
と
り
わ
け
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
１
月
の
講
演
会
に
は
、
藤
本
隆
宏
氏
（
東
京
大
学
大
学

院
教
授
）、
佐
々
木
毅
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）、
嶋
中
雄
二
氏

（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
参
与
・
景
気
循
環

研
究
所
長
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
）。
井
上
克
信
・
日
本
曹
達

相
談
役
、
杵
渕
裕
・
日
本
曹
達
代
表
取
締
役
社
長
、
藤
田
外
史
・

日
本
曹
達
常
務
化
学
品
事
業
部
長
、
照
沼
芳
則
・
清
和
綜
合
建

物
顧
問
、
加
藤
丈
夫
・
富
士
電
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
特
別
顧

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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問
、
三
輪
正
明
・
北
越
紀
州
製
紙
取
締
役
。 

（
塚
田　
紀
史
）

◆
中
部
◆　
　

月
に
入
っ
て
講
演
会
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
が
二
つ

１２

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
遅
れ
て
い
た
秋
旅
行
で
、
行
先
は
京
都

の
堀
場
製
作
所
。「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」
を
社
是
と
す
る
元

祖
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。
途
中
、
嵐
山
で
昼
食
を
取
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
寒
気
の
到
来
が
遅
い
せ
い
か
、
紅
葉
も
ま
だ
楽

し
め
ま
し
た
。
堀
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
計
測
器
を
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ハ
ン
デ
ィ
な
放
射
線
モ
ニ
タ

に
参
加
者
の
関
心
が
集
中
。
昨
年
ま
で
年
間
１
０
０
個
程
度
だ

っ
た
も
の
が
、
今
年
は
１
万
個
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
旬
に
は
年
末
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
演
者
の

田
原
総
一
髓
氏
に
も
時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

盛
況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
の
講
演
会
は
東
京
福
祉
大
学
の
水
谷
研
治
氏
に
よ
る

「
２
０
１
２
年
の
日
本
経
済
見
通
し
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

そ
の
後
は
「
株
式
見
通
し
」
に
つ
い
て
東
海
東
京
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
の
中
井
裕
幸
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 
（
日
暮 
良
一
）

１２８


